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11月は「児童虐待防止推進月間」です

DV相談

児童虐待とは
❶ 身体的虐待：殴る、蹴る、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさ
　 せる　など

❷ 性的虐待：子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィ 
　 の被写体にする　など

❸ ネグレクト：家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車
　 の中に放置する、重い病気になっても病院に連れて行かない　など

❹ 心理的虐待：言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、
　 子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう　など

DV（ドメスティック・バイオレンス）とは

❶ 身体的暴力：平手で打つ、足で蹴る、物で
　 殴る、物を投げつける　など

❷ 精神的暴力：大声で怒鳴る、ののしる　など

❸ 経済的暴力：生活費を渡さない、仕事する
 　ことに反対する　など

❹ 性的暴力：嫌がっているのに性的な行為を
　 強要する、避妊に協力しない　など

相談窓口
◎ 家庭児童相談室　専用電話 63-9500　（平日　9：00～17：00）
◎ 子育て支援課　電話 56-0633　（平日　8：30～17：15）
◎ 愛知県中央児童・障害者相談センター　電話 052-961-7250　（平日　8：45～17：30）
◎ 児童相談所全国共通ダイヤル　電話 189　（24時間対応窓口）
　「189」へかけると、お近くの児童相談所につながります。

相談窓口
◎ 家庭児童相談室　電話 63-9500　（平日　9：00～17：00）
◎ 女性相談（子育て支援課主催）　電話 56-0633　（月2回、予約優先）
◎ 愛知県女性相談センター　電話 052-962-2527
　（平日　9：00～21：00、土・日　9：00～16：00）
◎ DV相談ナビ　電話 0570-0-55210
　（最寄りの相談窓口を案内します。ご相談は、各機関の
　 相談受付時間内に限ります。）

子育てに悩んだら、ご近所で虐待があるのではないかと思ったら、ご相談ください。

DVには、あらゆる形の暴力が含まれます。

暴力に悩んだら、暴力を受けている人を見かけたら、一人で悩まずにすぐに相談してください。

11/12～11/25  「女性に対する暴力をなくす運動」
　夫、パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為など女性に対する暴力は、
女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。

11/14～11/20  全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　DV、セクハラ、ストーカー行為といった女性に関する人権問題について、相談をお受けします。
「女性の人権ホットライン」相談専用電話番号　0570-070-810（期間中:平日8:30～19:00、土・日10:00～17:00）

　子育て支援課　56-0615
　お子さんが急に体調を崩され、看病したいけれど仕事
は休めない…と困ったことはありませんか？そんなとき、
病児・病後児保育制度をぜひ利用してください。病気また
は病気の回復期にあるお子さんを一時的にお預かりする
事業です。詳しくは市　または子育て支援課までお問い
合わせください。
　市内在住の生後6ヵ月経過後の翌月1日から小学3年生
までの児童

病児・病後児保育をご存知ですか
記事 ID 5439

【病児・病後児保育】　（休業日：日・祝）

病児病後児保育室よつば（たかぎクリニック併設）
住所　名古屋市名東区石が根町98番地
☎070-5441-9014

【病後児保育】　（休業日：土・日・祝）

病後児保育室おひさまるーむ（アインながくて保育園併設）
住所　長久手市山桶117番地　
☎0561-62-4158

実施施設　※保育時間等は施設により異なります。

利用時間 利用料金

2,000円6時間未満

3,000円6時間以上8時間未満

4,000円8時間以上10時間まで

利用料

※利用料の他に、別途給食及びおやつ代がかかります。

利用方法

　絵本の読み聞かせがいいという話はよく聞くけれど、
「なぜいいの？」「どんな絵本がいいの？」という点は曖昧
にされがちです。今回は、児童文学を専門に研究する講師
をお招きし、幼児期・児童期における読み聞かせの意味
や、絵本の選び方・読み方について、子どもたちの愉快な
エピソードを交えながらお話いただきます。
　11月29日（火）10:30～12:00
　中央図書館2階　①AVルーム　②調整室
　市内在住で幼児から小学生低学年に読み聞かせをしている
　①ボランティア等活動者及び保護者 50人
　②親子で一緒に別室にて聴講を希望する方 10組
　講師：小幡章子氏（皇學館大學教育学部助教）　　無料
　11月8日（火）9：00から図書館窓口カウンターで受付。
先着順。市外在住の人は、11月15日（火）以降申込可。

児童書講演会 「絵本・物語によっ
てぐんぐん育つ  子どもの心」

中央図書館 おはなし会
記事 ID9321
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　中央図書館　63-8006

　中央図書館　63-8006

行事名 場　所日　時 対　象

12日(土)
10:30～11:30
19日(土)
14:00～14:30

19日(土)
15:00～15:30

おはなし会

英語の
おはなし会

26日(土)
10:30～11:00

子どもから
大人まで

幼児から
低学年と
その保護者

2階
ＡＶルーム

2階
ＡＶルーム

1日(火)
10:30～11:30

大人の
おはなし会
（読書会）

18歳以上の人

3日(木・祝)
11:00～11:30
★ブックスタート事業併用日

17日(木)
11:00～11:30

乳幼児向け
おはなし会

★ブックスタート事業日
乳幼児向け
おはなし会

乳幼児と
その保護者

市内在住の満２歳
１カ月までの子と
その保護者

★ブックスタート事業とは、「絵本」と「赤ちゃんと絵本を楽し
む体験」をプレゼントする活動です（ブックスタートパック配布
対象者：市内在住の2歳1カ月になるまでの子、1人1回限り）。
　 親子(母子)健康手帳

1 診察
　病児・病後児保育を利用可能か、かかりつけ医の診察を
受けてください。診察時に、指定の利用連絡書へ医師の診
察結果を記入していただくよう依頼してください。

2 予約
　実際に利用するときには、実施施設に直接電話等で予約し
てください。定員があるため、必ず利用前にご確認ください。

3 保育の申込
　病児・病後児保育実施施設に必要書類（1の医師の診察
結果が記入された利用連絡書、事業利用申込書、健康保険
証の写し、子ども医療証の写し）に必要事項を記載の上、
提出してください。

4 保育の実施及び支払い
　保育実施後は、お迎えの際に利用時間に応じた利用料
を施設にお支払いください。

【主な持ち物】着替え（上下1～2枚程度）、口ふき・手ふき用の
タオル（各1枚程度）、エプロン、ミルク・哺乳瓶（ミルクを飲む
場合のみ）、おむつ、おしりふき、薬、ビニール袋（2～3枚）
※その他必要な物については、実施施設にご確認ください。
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